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二
〇
〇
五
年
度
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
本
年
で
四
年
目
を
迎
え
る
「
木

づ
か
い
運
動
」
が
、
一
〇
月
の
「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」
に
合
わ
せ

た
集
中
展
開
を
行
な
う
。
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
木
づ
か
い
応

援
団
」
に
「
生
活
」
の
二
文
字
を
加
え
、「
木
づ
か
い
生
活
応
援
団
」

と
し
て
、
国
産
材
利
用
を
通
じ
た
「
木
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

を
主
に
訴
求
し
て
ゆ
く
。「
木
づ
か
い
生
活
応
援
団
」
に
は
、
女
優

で
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
中
嶋
朋
子
さ
ん
、
元
格
闘
家
で
引
退
後
は
作
家

活
動
を
行
う
須
藤
元
気
さ
ん
、
新
進
気
鋭
、
稀
代
の
書
道
家
で
あ
り

自
身
も
国
産
材
住
宅
に
住
ま
う
武
田
双
雲
さ
ん
、
女
優
・
タ
レ
ン
ト

で
あ
り
な
が
ら
一
児
の
母
で
も
あ
る
乙
葉
さ
ん
の
四
名
が
、
こ
れ
ま

で
応
援
団
を
務
め
て
い
る
「
プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
」
に
代

わ
っ
て
就
任
。
ポ
ス
タ
ー︵
二
種
︶、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
彼
ら
が
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
て
い

る
若
年
・
青
年
層
に
対
し
て
「
木
づ
か
い
生
活
」
を
訴
求
し
て
ゆ
く
。

中
で
も
ポ
ス
タ
ー
は
、
武
田
双
雲
氏
に
よ
る
「
和
木
」
の
書
の
書
下

ろ
し
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
、
作
品
と
し

て
も
注
目
さ
れ
る
。我が国の森林資源は、人工林

を中心に充実しつつあります
が、木材自給率は依然２割と低
い水準です。国産材が利用さ
れないことが、間伐の遅れなど、
森林が有する多様な公益的機能
の発揮に悪影響を及ぼしていま
す。また、地球温暖化対策とし
て、二酸化炭素を長期にわたっ
て吸収・固定する木材の利用が
注目されています。このような
状況を踏まえ、木材、とりわけ
国産材利用の意義を広め、実需
の拡大につなげていくため、平
成17年度から国産材利用に関
しての普及啓発活動を強化し、
国民運動として「木づかい運動」
を行っています

「木づかい」とは…

木づかい生活応援団
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CO2
排
出
量
の
増
加
に
よ
る
温
暖
化
や
環
境

汚
染
が
地
球
規
模
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

現
在
、
積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
で
は
、
未

利
用
の
国
産
材
、
特
に
切
り
捨
て
間
伐
材
を

有
効
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

研
究
に
研
究
を
重
ね
た
結
果
、
開
発
さ
れ

た
の
が
、
循
環
型
の
新
し
い
社
会
に
適
応
す

る
エ
コ
バ
リ
ュ
ー
ウ
ッ
ド
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
の

観
点
に
立
っ
た
こ
の
木
材
は
住
宅
解
体
材
や

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る

エ
コ
バ
リ
ュ
ー
ウ
ッ
ド

企
業
の
木
づ
か
い
①

〜
積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
〜  

間
伐
材
な
ど
の
小
径
木
や
曲
り
木
な
ど
を
原

料
と
し
て
新
た
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。
間

伐
材
は
製
紙
や
木
質
ボ
ー
ド
、
燃
料
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
る
な
ど
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
品
質
が
不
均
一

な
未
利
用
の
森
の
原
料
を
少
し
で
も
長
く
炭

素
源
と
し
て
固
定
化
し
、
生
活
に
有
効
利
用

す
る
た
め
に
、
均
一
で
安
定
し
た
木
質
材
料

に
再
生
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？　

と
い
う
発

想
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
に
設
備
開
発
が
始
ま

り
ま
し
た
。

エ
コ
バ
リ
ュ
ー
ウ
ッ
ド
の
特
長
は
チ
ッ
プ

状
に
砕
い
た
木
材
を
、
天
然
素
材
を
使
っ
た

接
着
剤
等
の
技
術
を
用
い
、
蒸
気
プ
レ
ス
で

圧
縮
し
、
一
体
化
。
木
材
の
持
つ
繊
維
の

強
さ
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
チ
ッ
プ
の
繊
維
方
向
を
揃
え
、
水
分

状
態
を
均
一
に
調
整
し
、
圧
縮
さ
せ
て
い
る

の
で
反
り
や
曲
が
り
が
な
く
、
樫
の
木
の
約

二
倍
の
硬
度
と
精
度
の
高
さ
を
持
つ
新
し
い

木
材
と
し
て
現
在
、
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
従
来
の
木
材
に
比
べ
、
大
断

面
の
製
材
品
が
提
供
で
き
る
こ
と
も
特
徴
で

す
。
二
〇
〇
六
年
の
秋
か
ら
製
品
と
し
て
実

際
に
使
わ
れ
て
い
る
エ
コ
バ
リ
ュ
ー
ウ
ッ
ド

は
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
の
書
斎
テ
ー
ブ
ル
や

下
駄
箱
、
森
林
公
園
の
看
板
に
採
択
さ
れ
た

ほ
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
間
仕
切
り
パ
ネ
ル
や

ド
ア
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ

ル
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、

様
々
な
用
途
で
活
躍
し
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
坂
本
龍
一
氏
が

中
心
と
な
り
、
設
立
さ
れ
た
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ　

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｓ
」
限
定
の
「
Ｂ
Ｅ
＠
Ｒ
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
」（
表
紙
写
真
）
は
エ
コ
バ
リ
ュ
ー
ウ
ッ

ド
が
パ
ー
ツ
ご
と
に
切
削
加
工
さ
れ
た
も
の
。

手
づ
く
り
の
温
か
み
が
あ
る
木
製
ベ
ア
ー

（
予
約
限
定
発
売
）
は
、
エ
コ
世
代
の
新
た

な
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
大
切
な

地
球
の
資
源
で
あ
る
木
は
あ
ま
す
こ
と
な
く
、

使
っ
て
、
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
。
積

水
化
学
の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
き

ま
す
。

エコバリューウッドとは…
未利用木材（林地残材・解体木材等）を材料とし
た高強度・高精度なエンジニアードウッド。

間伐材、林地残材、廃材等

エコバリューウッド

破砕・分級

配向・プレス

切断・加工


